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州
の
許
で
十
三
年
間
修
業
を
積
ん
だ
後
に
、
帰
藩
し
て
茶
道
頭
に
任

命
さ
れ
た
。

　

一
方
、
石
州
は
徳
川
将
軍
家
の
茶
道
規
格
を
定
め
た
『
石
州
流

三
百
箇
條
』
を
家
綱
に
提
出
し
、
こ
れ
以
降
石
州
流
は
将
軍
家
の
茶

道
と
し
て
定
着
す
る
と
共
に
、
全
国
各
藩
に
も
広
め
ら
れ
、
一
世
を

風ふ
う

靡び

し
た
。

　

仙
台
藩
で
は
、
侘
び
茶
を
生
涯
探
究
し
続
け
た
石
州
の
高
弟
の
二

世
動
閑
が
、
『
石
州
流
三
百
箇
條
』
に
註
解
を
大
幅
に
加
え
た
『
清

水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三
巻
）
を
著
わ
し
た
（
『
茶
道
辞

典
』
）
。
ま
た
、
こ
の
三
百
箇
條
は
、
こ
れ
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す

る
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
と
共
に
、
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清

水
派
（
当
流
）
で
は
今
日
ま
で
聖
典
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。
こ
の

二
つ
の
二
世
動
閑
に
よ
る
茶
湯
書
（[

解
題]

の
図
１
参
照
）
は
、

清
水
派
の
祖
（
『
茶
道
辞
典
』
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
）
三
世
清
水
道

竿
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
以
降
の
歴

代
茶
道
頭
・
宗
家
（[

解
題]

の
図
２
参
照
）
が
当
流
の
代
を
継
ぐ

際
に
そ
の
都
度
秘
伝
書
と
し
て
手
渡
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
当

流
で
は
こ
の
両
茶
湯
書
が
流
派
を
正
し
く
継
承
し
た
証

あ
か
し

（
「
三
種
の

神
器
」
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
、
ま
た
当
流
の
聖
典
の
役
割
を

果
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
十
一
頁
の
〔
付
記
〕
参
照
）
。
筆
者
の

祖
母
九
世
落
合
道
鑑
（
明
治
一
六
年
～
昭
和
四
六
年
―
一
八
八
三
～

仙
台
藩
茶
道
茶
道
頭
二
世
清
水
動
閑
著 

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
二
）

『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
の
解
読
研
究

　

仙
台
藩
々
祖
伊
達
政
宗
公
（
永
禄
一
〇
年
～
寛
永
一
三
年
―

一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
は
、
茶
道
に
造ぞ

う

詣け
い

が
深
く
、
当
時
京
都
の

高
名
な
茶
人
で
あ
っ
た
清
水
道
閑
（
天
正
七
年
～
慶
安
元
年
―

一
五
七
九
～
一
六
四
八
）
を
、
破
格
の
待
遇
で
仙
台
藩
の
最
初
の
茶

道
頭
に
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
た
。
一
世
道
閑
没
後
、
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
一
九

年
～
元
禄
四
年
―
一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
が
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
。

二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
（
慶
長
四
年
～
万
治
元
年
―
一
五
九
九
～

一
六
五
八
）
は
、
二
世
動
閑
に
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
寛
永
一
八
年

～
延
宝
八
年
―
一
六
四
一
～
一
六
八
〇
）
の
茶
道
指
南
役
に
任
ぜ
ら

れ
た
石
州
流
の
流
祖
片
桐
石い

わ

見み

守
の
か
み

貞さ
だ

昌ま
さ

（
石
州
、
大
和
国
小
泉
、
現

在
大
和
郡
山
市
の
大
名
）
（
慶
長
一
〇
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五

～
一
六
七
三
）
に
弟
子
入
り
す
る
よ
う
命
じ
た
。
二
世
動
閑
は
、
石

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

仙
台
藩
志
会
常
任
理
事

・「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
大
学
名
誉
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）
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家
の
大
名
庭
園
・
旧
有
備
館
庭
園
と
そ
の
池
泉
に
あ
る
茶
島
の
茶
室

（
国
の
史
跡
・
名
勝 

大
崎
市
）
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
で
述
べ
た
『
茅

葺
數
寄
屋
寸
法
』
の
解
読
研
究
成
果
が
、
仙
台
藩
の
茶
室
等
の
文
化

財
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
侘
び
茶
を
大
成
し
た
茶
聖
千
利
休
（
大
永
二

年
～
天
正
一
九
年
―
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
以
降
の
そ
れ
ら
の
特

徴
や
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
進
歩
に
貢
献
す
る
の
で
は

な
い
か
と
お
お
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

紙
面
の
都
合
を
考
慮
し
、
ま
た
論
文
の
概
要
の
理
解
の
便
の
た
め
、

そ
の
投
稿
に
用
い
た
「
要
旨
」
に
加
え
、
こ
の
論
文
か
ら
は
「
解
題
」

の
箇
所
の
み
を
選
び
、
多
少
修
正
を
加
え
て
六
頁
及
び
七
〜
十
一
頁

に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。
な
お
、
そ
の
論
文
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
七
号
の
六
十
八
～
八
十
一
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

【
謝　

辞
】

　

筆
者
が
『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
の
解
読
研
究
成
果
を
、
『
茶
の
湯

文
化
学
』
に
投
稿
す
る
際
に
、
そ
の
原
稿
の
御
校
閲
と
解
釈
の
困
難

な
用
語
に
つ
い
て
御
指
導
賜
わ
り
ま
し
た
東
北
工
業
大
学
建
築
学
准

教
授
中
村
琢
巳
先
生
並
び
に
解
読
の
困
難
な
箇
所
の
ご
指
導
を
賜
わ

り
ま
し
た
元
宮
城
県
史
編
纂
室
故
岩
間
初
郎
先
生
に
謹
ん
で
感
謝
の

意
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
終
始
有
益
な
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
東
北

一
九
七
一
）
の
代
ま
で
門
外
不
出
と
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
茶
湯
書
の
う

ち
、
前
者
の
三
巻
及
び
後
者
十
八
冊
中
の
『
客
呼
様
之
書
』
を
含
め

た
七
冊
は
、
筆
者
の
母
で
あ
る
十
世
大
泉
道
鑑
（
明
治
四
二
年
～
平

成
二
二
年
―
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
に
よ
っ
て
解
読
研
究
さ
れ
、

そ
の
研
究
成
果
が
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶

道
』
に
ま
と
め
ら
れ
出
版
さ
れ
た
た
め
、
初
め
て
世
に
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
刊
図
書
古
田
義
弘
著
『
仙
台
領

に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
更
に
、
後
者
の
十
八
冊
の
う
ち

『
露
地
之
書
』
及
び
『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
（[

解
題]

の
図
３
及
び

図
４
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
十
世
道
鑑
と
筆
者
が
共
著
で
学
会
誌
『
茶

湯
文
化
学
』
の
三
十
三
号
及
び
三
十
七
号
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
近
論
文

と
し
て
発
表
し
た
た
め
、
そ
の
内
容
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
前
者
の
茶
湯
書
の
方
は
、
筆
者
が
『
関
』
第
三
十
号
で
す

で
に
紹
介
し
た
の
で
、
今
回
は
後
者
の
論
文
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
、
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

さ
て
、
旧
仙
台
藩
領
内
に
は
、
当
流
歴
代
の
茶
道
頭
が
庭
園
（
茶

庭
）
と
茶
室
の
作
成
に
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
文
化
財
が
多
く
散

在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
有
名
な
の
は
、
二
世
動
閑
作
と
さ

れ
る
伊
達
家
御
一
家
筆
頭
鮎
貝
氏
の
居
館
煙
雲
館
庭
園
（
国
の
史
跡
・

名
勝 

気
仙
沼
市
）
及
び
三
世
道
竿
に
よ
り
造
ら
れ
た
岩
出
山
伊
達
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『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』
古
田
義
弘　

本
の
森

 

令
和
四
年

『�

伊
達
綱
村
公
の
遺
徳
を
偲
ぶ
』
東
海
林
恒
英
監
修
、
菅
野
正
道
編

集
指
導　

大
年
寺
会
遠
忌
記
念
事
業
委
員
会　

令
和
元
年

『
茶
室
露
地
大
事
典
』
中
村
昌
生
（
監
修
）
淡
交
社　

平
成
三
十
年

『
茶
の
湯
入
門
』
熊
倉
功
夫　

平
凡
社　

昭
和
六
十
年

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
三
十
三
号
）
五
〇
―
六
一
頁　

十
世
大
泉
道
鑑　

 

十
一
世
大
泉
道
鑑　

茶
の
湯
文
化
学
会　

令
和
二
年

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
三
十
七
号
）
六
八
―
八
一
頁　

十
世
大
泉
道
鑑　

 

十
一
世
大
泉
道
鑑　

令
和
四
年

『�

茶
の
湯
文
化
学
』
（
二
十
八
号
）
九
〇
―
一
〇
〇
頁　

十
世
大
泉
道

鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑　

茶
の
湯
文
化
学
会　

平
成
二
十
九
年

『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』　

 

文
化
庁
・
宮
城
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
八
年

『
大
和
郡
山
市
史
』
本
編
一
〇
六
三
頁　

昭
和
四
十
一
年

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』　

谷
端
昭
夫　

淡
交
社　

平
成
十
九
年

『
露
地
之
書
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

工
業
大
学
非
常
勤
講
師
氏
家
清
一
先
生
、
更
に
大
泉
研
究
室
森
聡
子

様
、
志
村
佳
苗
様
、
尾
上
望
様
及
び
遠
藤
明
希
子
様
に
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】
（
五
十
音
順
）

『
岩
出
山
町
史
通
史
・
上
巻
』
岩
出
山
史
編
集
委
員
会　

 

平
成
二
十
一
年

『
片
桐
石
州
の
茶
』
米
原
正
義
等　

講
談
社　

昭
和
六
十
二
年

『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
関
』（
第
二
十
七
号
）
十
一
世
大
泉
道
鑑　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

 

平
成
二
十
九
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎
（
監
修
）

 

淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三
巻
）
二
世
清
水
動
閑

 

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

十
世

 

大
泉
淑
子
（
道
鑑
）　

丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
数
寄
道
心
法
』
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
石
州
流
系
図
写
并
聞
書
ノ
写
』
鈴
木
政
道　

東
京
国
立
国
会
図
書

 

館
蔵
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と
そ
の
落

お
と
し

懸か
げ

、
敷
居
、
立た

ち

付つ
け

の
柱
、
止
り
柱
、
束
柱
、
木こ

舞ま
い

、
鴨
居
、

櫛
形
、
お
ち
の
棚 

、
座
敷
の
潜く

ぐ

り
と
そ
の
戸
、
棟
樋
、
衝つ

き

上あ
げ

と
洞ど

う

戸こ

・
雨
戸
、
眉
包
み
、
軒
、
茅
葺
と
そ
の
関
連
部
材
、
額
、
袴
腰
の

板
、
窓
、
障
子
、
代

か
わ
り

戸ど

等
の
茶
室
の
構
成
部
分
に
及
ん
で
い
る
。

　

以
上
述
べ
た
内
容
は
、
当
流
の
茶
室
の
作
製
の
指
針
と
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
石
州
流
全
般
の
茶
室
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
利
休
以

降
の
茶
室
の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
。

　

片
桐
石い

わ

見み

守
の
か
み

貞さ
だ

昌ま
さ

（
石
州
）
の
高
弟
で
あ
る
仙
台
藩
茶
道
石
州
流

清
水
派
（
当
流
）
二
世
清
水
動
閑
の
著
書
『
動
閑
茶
湯
書
』（
十
八
冊
）

の
中
に
『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
が
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
流
で
は
長
い
間
門
外
不
出
で
あ
っ
た
た
め
、
未
だ
公
表
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
古
文
書
（
文
献
）
の
冒
頭
に
は
「
北
野
大
茶
湯
之

時
、
利
休
此
數
寄
屋　

始
テ
作
ル
。
寸
法
、
此
巳
（
イ
）
後
ヨ
リ
此

寸
法
ニ
テ　

數
寄
屋
囲
出
来
（（
1
））
申
（
モ
ウ
ス
）
事
也
。」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
茶
湯
を
大
成
し
た
茶
聖
千
利
休
の
茶
室
に
対
す
る

基
本
理
念
を
示
す
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
茶
室
を
構
成
し
て
い
る
部
分
の

実
際
の
寸
法
か
ら
そ
の
作
成
の
方
法
と
そ
の
心
得
の
詳
細
が
含
ま
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
茶
室
の
柱
、
軒
の
桁
、
屋
根
裏
の
軒
や
棰

た
る
き

、
床

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
二
）

『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
の
要
旨

解
読	

（
故
）
十
世　

大
泉
道
鑑

十
一
世　

大
泉
道
鑑

校
閲	

中
村
琢
巳

『茶の湯文化学』37号表紙



― 7 ―

【
解　

題
】

　

数
寄
屋
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
で
は
茶
室
と
同
様
な
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
茶
室
の
系
譜
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
ひ
と

つ
は
室
町
時
代
に
見
ら
れ
た
会
所
の
よ
う
な
書
院
（
広
間
）
で
、
も

う
ひ
と
つ
は
わ
び
茶
誕
生
後
の
草
庵
茶
室
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
（『
茶
の
湯
入
門
』）。
室
町
時
代
で
も
す
で
に
書
院
造
り
の
中

に
茶
室
風
の
数
寄
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
茶
聖
千
利
休
（
大
永

二
年
～
天
正
一
九
年
＝
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
の
時
代
に
は
茶
室

を
数
寄
屋
、
囲
い
、
座
敷
、
小
座
敷
あ
る
い
は
茶
湯
座
敷
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
（『
茶
道
辞
典
』）。
利
休
没
後
、
代
表
的
な
大
名
茶
の

茶
人
古
田
織
部
（
天
文
一
三
年
～
元
和
元
年
＝
一
五
四
四
～

一
六
一
五
）
及
び
小
堀
遠
州
（
天
正
七
年
～
正
保
四
年
＝
一
五
七
九

～
一
六
四
七
）
の
茶
室
に
は
、
鎖
の
間
や
広
間
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
荘
厳
な
東
山
時
代
の
唐
物
の
茶
風
も
復
活
し
た
よ
う
に

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
二
）

『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』

解
読	

（
故
）
十
世　

大
泉
道
鑑

十
一
世　

大
泉
道
鑑

校
閲	

中
村
琢
巳

見
受
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
大
名
茶
人
で
あ
り
な
が
ら
片
桐

石い
わ

見み

守
貞
昌
（
石
州　

慶
長
一
〇
年
～
延
宝
元
年
＝
一
六
〇
五
～

一
六
七
三
）
は
、
わ
び
茶
を
深
く
探
究
し
続
け
、
な
お
か
つ
貴
族
的

な
「
高
貴
さ
」
を
取
り
入
れ
て
石
州
流
を
完
成
さ
せ
た
（『
清
水
動

閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の

歴
史
』）。
石
州
は
、
大
和
小
泉
の
居
城
の
北
方
の
丘
に
慈
光
院
を
創

建
し
、
亭
主
床
の
形
式
を
有
す
る
二
畳
台
目
や
三
畳
の
草
庵
茶
室
及

び
書
院
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
奈
良
の
当た

い

麻ま

寺じ

中
之
坊
に
は
四
畳
半

で
円
窓
を
有
す
る
茶
室
を
建
て
た
が
、
こ
れ
は
草
庵
の
風
躰
か
ら
離

れ
た
新
し
い
作
意
を
持
つ
も
の
と
し
て
興
味
深
い
（『
片
桐
石
州
の

茶
』）。

　

一
方
、
仙
台
藩
茶
道
は
、
藩
祖
伊
達
政
宗
（
永
禄
一
〇
年
～
寛
永

一
三
年
＝
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
が
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
高
名

な
茶
人
一
世
清
水
道
閑
（
天
正
七
年
～
慶
安
元
年
＝
一
五
七
九
～

一
六
四
八
）
を
、
茶
道
頭
に
招
聘へ

い

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

そ
の
跡
を
継
い
だ
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
一
九
年
～
元
禄
四
年
＝

一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
は
、
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
（
慶
長
四
年
～

万
治
元
年
＝
一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
の
命
に
従
っ
て
、
石
州
流
の

流
祖
石
州
の
も
と
で
一
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
茶
湯
の
修
行
を
積

み
、
帰
藩
後
茶
道
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
（『
数
寄
道
心
法
』 『
石
州
流
系

図
写
并
聞
書
ノ
写
』）。
二
世
動
閑
は
、
石
州
が
徳
川
将
軍
家
の
茶
道
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の
規
格
を
定
め
た
世
に
言
う
『
石
州
流
三
百
箇
條
』
に
註
解
を
大
幅

に
加
味
し
た
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』（
三
巻
）（『
茶

道
辞
典
』）
及
び
そ
れ
に
関
連
の
深
い
茶
湯
書
『
動
閑
茶
湯
書
』（
一
八

冊
）
を
著
わ
し
た
（『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩

茶
道
』）。
こ
の
二
つ
の
文
献
は
（
図
１
）、
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清

水
派
（
当
流
）
で
は
、
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家
（
図
２
）
を
経
て
、

筆
者
に
正
し
く
継
承
さ
れ
て
き
た
証

あ
か
し

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
十
世
大
泉
道
鑑
（
明
治
四
二
年
～
平
成
二
二
年

＝
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
が
前
者
の
三
巻
に
加
え
て
後
者
の
一
八

冊
中
の
『
客
呼
様
之
書
』『
客
挨
拶
之
書
』『
客
呼
様
客
振
之
書
』『
床

之
内
之
書
』『
風
炉
茶
之
湯
之
書
』『
三
斎
公
御
咄
之
書
』
及
び
『
道

具
押
形
』
の
七
冊
の
解
読
研
究
を
行
っ
て
、
前
に
触
れ
た
著
書
を
上

梓
し
た
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
最
近
、
筆
者
は

こ
の
『
動
閑
茶
湯
書
』
の
未
発
表
の
一
一
冊
の
う
ち
の
『
露
地
之
書
』

の
翻
刻
を
『
茶
の
湯
文
化
学
』
第
三
三
号
に
発
表
し
た
。
こ
の
『
動

閑
茶
湯
書
』
に
含
ま
れ
て
い
た
『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』（
図
３
）
の

翻
刻
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
数
奇
屋
に
関
す
る
文
献
の
冒
頭
に
は
「
北
野
大
茶
湯
之
時
、

利
休
此
数
奇
屋
始
テ
作
ル

。
寸
法
、
此
巳い

後
ヨ
リ
此
寸
法
ニ
テ
数
奇

屋
囲
出
来
申

も
う
す

事
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
具
体
的
内
容
と
し
て
、

茶
室
の
建
て
方
、
そ
の
心
得
及
び
建
材
の
寸
法
の
詳
細
が
記
述
さ
れ

て
い
る
（
図
４
）。
そ
の
具
体
的
な
茶
室
の
構
成
部
位
と
し
て
、
柱
、

軒の
き

の
桁け

た

、
屋
根
裏
の
軒の

き

や
垂た

る

木き

、
代
戸
等
に
言
及
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
わ
び
茶
を
大
成
し
た
利
休
及
び
そ
の
わ
び
茶
を
深
く
探
究
し
た

石
州
の
茶
室
に
対
す
る
理
念
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
（『
片
桐
石
州
の
茶
』）。

図１　�『清水動閑註解石州流三百箇條』�
（下段3巻 大きさ：横15.0cm、縦20㎝）�
及び『動閑茶湯書』�
（上段18冊 大きさ：横15.5cm、縦20.8cm）
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図２　石州流清水派の系譜
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さ
て
、
旧
仙
台
藩
領
内
に
は
、
当
流
歴
代
の
茶
道
頭
が
作
庭
に
深

く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
文
化
財
指
定
の
庭
園
が
散
在
し
て
い
る
。
国

指
定
文
化
財
と
し
て
は
、
二
世
動
閑
が
作
庭
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
伊
達
家
御
一
家
筆
頭
鮎
貝
氏
の
居
館
の
煙
雲
館
庭
園
（
気
仙
沼
市
）

及
び
当
流
の
祖
三
世
清
水
道
竿
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
＝

一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
に
よ
り
造
ら
れ
た
岩
出
山
伊
達
家
の
大
名

庭
園
・
旧
有
備
館
庭
園
（
大
崎
市
）
の
二
つ
が
池
泉
回
遊
式
庭
園
と

し
て
特
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
前
者
の
中
の
居
館
に
は
、
今
で
は
茶

室
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
者
の
池
に
浮
ぶ
御
中
島
（
茶
島
）
に
は
、

四
畳
半
の
茶
室
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
三
世
道
竿
作
の
花
筒

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。
そ
の
他
、
三
世
道
竿
の
作
庭
と
言
わ

れ
て
き
た
も
の
の
中
に
は
、
佐
沼
城
々
主
亘
理
氏
庭
園
（
露
地
）
と

そ
の
邸
宅
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
母
屋
に
は
茶
室
が
残
さ
れ

て
い
る
（『
関
』）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
茶
室
の
作
者
等
に
は

不
明
な
点
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
解
明
す
る
研
究
は
緒
に
着
い
た
ば
か

り
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
（『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す

る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』）。
従
っ
て
、
今
回
の
翻
刻
資
料
は
、

旧
仙
台
藩
内
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
茶
室
の
成
立
等
の
詳
細
を

解
明
す
る
研
究
に
手
掛
か
り
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
述
べ
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
察
す
る
と
、
こ
こ
で
示
し
た
『
茅

葺
數
寄
屋
寸
法
』
は
、
当
流
の
茶
室
の
作
製
の
単
な
る
指
針
と
な
っ

図３　�『茅葺數竒屋寸法』�
丁数：28枚�
大きさ横15.5cm 縦20.8cm

図４　�『茅葺數竒屋寸法』の�
本文の一丁目（右）及び二丁目（左）
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て
い
た
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
石
州
流
全
般
の
茶
室
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、
更
に
利
休
以
降
の
茶
室
の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
研
究
の
進

歩
に
貢
献
す
る
と
期
待
さ
れ
る

【
付　

記
】

　

藩
政
時
代
以
来
、
今
日
ま
で
当
流
を
継
承
し
た
印
（
〞
三
種
の
神

器
〟
）
の
重
要
な
役
割
を
果
し
た
資
料
と
し
て
、
【
解
題
】
の
図
１

に
示
し
た
二
世
動
閑
が
著
わ
し
た
茶
湯
書
に
加
え
、
妙
関
子
老
中
松

平
周す

防わ

守
康や

す

福と
み

自
画
賛
の
『
片
桐
石い

わ

見み

守
貞
昌
宗
関
居
士
像
』（
右
側
）

及
び
二
世
動
閑
筆
『
渋
紙
庵
之
記
』（
左
側
）
の
二
幅
の
掛
軸
で
あ
る
。

　

前
者
の
掛
軸
を
入
手
し
た
の
は
、
当
流
の
祖
三
世
清
水
道
竿
の
後

継
者
で
あ
る
四
世
清
水
道
簡
（
享
保
元
年
～
天
明
三
年
―
一
七
一
六

～
一
七
八
三
）
で
あ
る
。
一
方
、
幕
府
の
茶
道
方
の
数
奇
屋
頭
（
格
）

を
務
め
た
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
谷
村
三さ

ん

育い
く

（
石
州
流
嘉
順
派
の

祖　

？
年
～
宝
暦
三
年
―
？
～
一
七
五
三
）
の
師
は
、
三
世
道
竿
で

あ
り
（
【
解
題
】
の
図
２
及
び
『
清
水
道
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
条

付
仙
台
藩
茶
道
』
参
照
）
、
し
か
も
康
福
の
茶
道
の
師
匠
は
こ
の
三

育
で
あ
る
（
『
伊
達
綱
村
公
の
遺
徳
を
偲
ぶ
』
）
。
従
っ
て
、
四
世
道

簡
と
三
育
の
共
通
の
師
は
、
三
世
道
竿
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
考
慮

す
る
と
、
四
世
道
簡
が
そ
の
掛
軸
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

『片桐石見守貞昌宗関居士像』
妙関子（老中松平周防守康福）自画賛

『渋紙庵之記』二世清水動閑筆


